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以下の事項は、弊社の一般的な製品の方向性に関する概要を説明するものです。
また、情報提供を唯一の目的とするものであり、いかなる契約にも組み込むことは 
できません。以下の事項は、マテリアルやコード、機能を提供することをコミットメント
（確約）するものではないため、購買決定を行う際の判断材料になさらないで下さい。
オラクル製品に関して記載されている機能の開発、リリースおよび時期については、
弊社の裁量により決定されます。 

OracleとJavaは、Oracle Corporation 及びその子会社、関連会社の米国及びその他の国における登録商標です。 
文中の社名、商品名等は各社の商標または登録商標である場合があります。 
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Åまとめ 
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Oracle Enterprise Manager 12c 
Cloud Management 2.0 

計画 

構築 

開発 

テスト 

デプロイ 監視 

管理 

計測＆ 
算出 

最適化 

Å完全なクラウドライフサイクル 

ソリューション 

Åクラウドライフサイクルの全フェーズ
を管理 

 

Å統合され自動化された管理 

Å単一の製品から全クラウドスタック、
そして全クラウドサービスまで 

 

ÅBusiness-Drivenクラウド 

Åビジネスサービスやアクティビティに
自動的に対応するアプリケーション
主導のクラウド 
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Infrastructure as a Service 

Database as a Service 

Platform as a Service 

Application and  
Business Service 
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EM12c が提供するクラウドモデル 

ÅEnterprise Manager 12c が提供するクラウドモデルは以下の2つ 

ÅInfrastructure as a Service (IaaS) 

ÅDatabase as a Service(DBaaS) 

ÅIaaS、DBaaSともにセルフサービスポータルを通じて、ユーザー自身が櫃
要に応じて、デプロイを行うことが可能 
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サーバープール上に 
占有できる仮想マシンを 
構築する 

データベースプール上に 
データベースを構築する 

Self-Service Application 

OVM 

Infrastructure as a 
Service(IaaS) 

VM VM VM 

DB DB DB 

OVM 

Database as a Service(DBaaS) 

VM VM VM 

DB DB DB 

Exadata/ Non Exadata 
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EM12c の提供するCloud Management機能 

 

 ÅConsolidation Planner 

Åシステム統合に向けた計画立案支援機能 

 

ÅCloud Management（Oracle VM連携） 

Åプライベート・クラウド 環境を構築、管理していくための一連の機能 

ÅOracle VM 3.0との連携 

Åセルフサービスポータル（セルフサービスプロビジョニング） 

 

ÅChargeback and Trending 

Åリソース使用量の計測と料金算出 
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Consolidation Planner 
クラウド環境への移行計画の立案支援 

Å統合対象のサーバーの負荷状況から、統合後の負荷状況を見積もる 

 

Åビジネス要件/技術要件に基づいた統合のアドバイス 

ÅCPUのアーキテクチャ、OSなど 

Å所有部門、場所、サーバーのライフサイクルなど 

 

Å広範な統合の選択肢 

ÅPhysical to Physical （P2P） 

ÅPhysical to Virtual （P2V） 

ÅDatabase Consolidation on Exadata 
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計画 
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Consolidation Plannerの必要性 

Åサーバー、アプリケーションの負荷は千差万別 

Åそのためサーバー統合の組み合わせは非常に多くなりがち 

ÅCPU、メモリ、ディスク、ネットワークそれぞれに統合後の負荷を見積もらなければならない 
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+ ＝ 

+ ＝ 

○ 

× 
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Consolidation Plannerのアーキテクチャ 
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Consolidation Planner 

 

 

統合の最適化 

制約の設定 ターゲットの計画 

What-If 分析 リソース使用率の分析 

サーバー情報 

Å場所 / 部門 / 構成 

ÅDB / WLS / Apps 

ÅOS 

ÅCPU / メモリ/ ディスク / NIC 

統合対象サーバー 
（ソースサーバー） 

アップロード EM リポジトリ 

 

 

 

ターゲット構成情報 メトリック 

統合シナリオ 

統合先サーバー 
（ターゲットサーバー） 

保存 

統合 

レポート 
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Consolidation Planner向けプラグイン 

ÅConsolidation Plannerの利用には、プラグインの導入が必要 
ÅOracle Chargeback and Capacity Planning 
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Consolidation Plannerのワークフロー 
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ソースサーバーからのデータ収集 

分析に使用するリソースの選択 

制約の設定 

ターゲットサーバーの選択 

分析 

レポートから統合計画のレビュー 

Å EMエージェントによるリソース使用率の取得 

Å プロジェクトの作成 

Å 見積もりに使用する情報の指定 

Å ソースサーバーの指定 

Å ビジネス上、技術的な制約の設定 

Å 物理マシンもしく仮想サーバーの指定 

Å 既存マシンもしくは新規マシンの指定 

Å 統合比率 

Å ターゲットサーバーでのリソース使用率 
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プロジェクトとシナリオ 

Åプロジェクトは、統合先サーバー（ターゲットサーバー）や統合元サーバー（
ソースサーバー）、データ収集期間、統合タイプを指定する 

 

Åシナリオは、分析に使用するメトリックや制約、統合後のリソース使用率、 

マッピングを指定する 

Å実際の分析はシナリオを元に行われる 

Åデフォルト・シナリオ 

Åカスタム・シナリオ 
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プロジェクト1 

シナリオ1 

ソースサーバーからのデータ収集 

分析に使用するリソースの選択 

制約の設定 

ターゲットサーバーの選択 

分析 

レポートから統合計画のレビュー 

シナリオ2 シナリオ3 
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Consolidation Plannerが使用する情報 

Å過去に計測した各ホストのリソース使用率 

ÅCPU 

Åメモリ 

Åストレージ 

ÅI/O 

Åネットワーク 

 

Å稼働中のサーバーの性能情報、統合先の推定性能 

(CPUのSPECint情報など) 

 

Å制約 (ビジネス要件や技術要件) 
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ソースサーバーからのデータ収集 

分析に使用するリソースの選択 

制約の設定 

ターゲットサーバーの選択 

分析 

レポートから統合計画のレビュー 
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シナリオの種類 

Åデフォルトシナリオ 
Å積極的:統合後のCPU、メモリ、ディスクのリソース使用率を90%に想定 

Å中:統合後のCPU、メモリ、ディスクのリソース使用率を80%に想定 

Å保守的:統合後のCPU、メモリ、ディスクのリソース使用率を70%に想定 

 

 

 

 

 

Åカスタムシナリオ 
Å管理者が、ソースサーバー、ターゲットサーバー、分析に使用する 

メトリック、統合後のリソース使用率、制約、ターゲットマッピングを 

手動で作成 
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ソースサーバーからのデータ収集 

分析に使用するリソースの選択 

制約の設定 

ターゲットサーバーの選択 

分析 

レポートから統合計画のレビュー 
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カスタムシナリオの作成 - 1 
分析メトリックの設定 

ÅConsolidation Plannerが分析に使用する情報 

ÅCPU使用率・メモリ使用率・ストレージ使用率・ディスクI/O・ネットワークI/O 

Åリソース毎に1時間おきに一定の規則に基づき集計が行われる 

Å保守的：1時間の間の最大値 

Å中：1時間の間の最大値の80% 

Å積極的：1時間の間の平均値 
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ソースサーバーからのデータ収集 

分析に使用するリソースの選択 

制約の設定 

ターゲットサーバーの選択 

分析 

レポートから統合計画のレビュー 
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カスタムシナリオの作成 - 2 
制約の設定 

Å統合計画を見積もるにあたり、考慮すべき事項 

Åビジネス制約と技術制約 
Åビジネス制約 

Å同一のライフサイクル、利用部門、設置場所 

Å技術制約 

Åネットワーク・ドメイン、CPUのベンダー、CPU名、OSなど 

ÅRACデータベース、同一のクラスタなどの相互排他 
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ソースサーバーからのデータ収集 

分析に使用するリソースの選択 

制約の設定 

ターゲットサーバーの選択 

分析 

レポートから統合計画のレビュー 
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カスタムシナリオの作成 - 3 
ターゲットサーバーの選択 

Å分析には、過去の負荷情報に加えて、性能/キャパシティ情報
が使用される 

ÅCPU（SPECint®_rate_base2006 ） 

Åメモリー 

Åディスク容量 

ÅディスクI/O、ネットワークI/O 

 

Å指定できるターゲットは、プロジェクト作成時に選択したターゲ
ットサーバーもしくは新規サーバー 

Å既存サーバーの場合、ポリシーを設定可能 

Å「最小数のサーバー」、「ソースサーバーの負荷を分散」 

Å新規サーバーの場合、CPU名などからSPECintの値を設定する 
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ソースサーバーからのデータ収集 

分析に使用するリソースの選択 

制約の設定 

ターゲットサーバーの選択 

分析 

レポートから統合計画のレビュー 
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カスタムシナリオの作成 - 4 
見積もりに使用するCPUスペック 

ÅConsolidation Plannerでは、CPUの性能情報を見積もるため
に、SPECintのベンチマーク結果を利用 

 

ÅデフォルトでSPECintのベンチマーク結果が含まれるCPU 

ÅIntel Xeon 

ÅIntel Itanium 

ÅSPARC64 

ÅSPARC T3 

ÅAMD Opteron 

ÅIBM Power 
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ソースサーバーからのデータ収集 

分析に使用するリソースの選択 

制約の設定 

ターゲットサーバーの選択 

分析 

レポートから統合計画のレビュー 
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カスタムシナリオの作成 - 5 
サーバーのマッピング 

Åどのサーバーをどのサーバーに統合するかを指定する 

Å自動マッピングと手動マッピング 

Å自動マッピング 

ÅEMが自動にターゲットサーバーとソースサーバーのマッピング 

を行う 

Å手動マッピング 

Å管理者が手動でターゲットサーバーとソースサーバーのマッピング 

を行う 
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ソースサーバーからのデータ収集 

分析に使用するリソースの選択 

制約の設定 

ターゲットサーバーの選択 

分析 

レポートから統合計画のレビュー 
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シナリオの比較項目（KPI） 

Åプロジェクトには複数のシナリオを設定可能 

Å各シナリオ毎に結果を比較するのものが比較項目 
Å 比率(Ratio)：  

Å各シナリオでの、ソース・サーバーから統合先サーバーへの統合率 

Å 確実性(Confidence)：  

Å使用要件に適合するデータ位置のパーセンテージ 
(100%が要件を完全に満たすことを意味する) 

Å 違反(Violations)： 

Åソースから統合先へのマッピングで制約に違反した数 

(手動マッピング選択時) 

Å 例外(Exceptions)：  

Åマッピング条件を満たさないソースサーバーの数 

(自動マッピング選択時) 
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ソースサーバーからのデータ収集 

分析に使用するリソースの選択 

制約の設定 

ターゲットサーバーの選択 

分析 

レポートから統合計画のレビュー 
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Consolidation Plannerのレポート 

Åシナリオの分析が完了すると、レポートが確認できるようになる 

Åレポートは各シナリオ毎に作成される 

Åレポートの出力項目 
Å統合比率 

Åターゲットサーバーの使用率 

Åソースとターゲットサーバーのマッピング 

Å確実性 

Å排他 

Å例外 
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ソースサーバーからのデータ収集 

分析に使用するリソースの選択 

制約の設定 

ターゲットサーバーの選択 

分析 

レポートから統合計画のレビュー 



Copyright© 2012, Oracle. All rights reserved. 

Consolidation Plannerのレポート 
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それぞれのリソース毎に統合
後のリソース使用量を表示 

リソースの使用率をパーセン
テージで色分けして表示 

ソースサーバーからのデータ収集 

分析に使用するリソースの選択 

制約の設定 

ターゲットサーバーの選択 

分析 

レポートから統合計画のレビュー 
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Cloud Management概要 
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EM12c によるプライベート・クラウド環境 
Oracle VMを中心としたIaaS基盤 

Åプライベート・クラウド基盤としてのOracle VM 3.0 

Å最新のハードウェア対応 

 

Åより大規模な仮想化環境の実現 

 

Åより迅速な仮想マシンのデプロイの実現 

 

ÅEnterprise Manager 12c との高い親和性 

ÅEnterprise Managerを通して、Oracle VMに関するほぼすべての 

オペレーションを実現 
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構築 
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Cloud Management（Oracle VM 連携） 

Åクラウド基盤としてのVM管理 

ÅHypervisorの管理、仮想マシンの管理、各種ソフトウェアコンポーネントの管理 

Åセルフデプロイ・セルフプロビジョニング 
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利用者自身による 
マシンリクエスト 

リクエストに応じて自動
でマシンがデプロイ 

EMによるマシンの 
稼働監視 
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Cloud Managementのコンポーネント 

OVM  Manager 

Server Pool Server Pool Server Pool 

OVM  Manager 

Storage Repository 

Zone Zone 

Guest  
OS 

hypervi
sor 
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Cloud Management Layer  

Cloud Infrastructure Layer  

Oracle.sysman.vt plugin 

Software library Self service provisioning 

Monitoring 

Policy manager(SLA Mgmt, DRS, DPM) 

Provisioning Configuration mgmt 

Chargeback & capacity 
planning 

http/nfs  
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Cloud Managementに必要なプラグイン 

ÅCloud Managementの利用にはプラグインの導入が必要 
ÅOracle Cloud Application plug-in（Self Service Portal用Plug in） 

ÅOracle Virtualization Plug-in（Cloud Management用Plug in） 
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エージェントに対するプラグインのデプロイ 

ÅCloud Managementを利用する場合、OMS以外に、EMエー
ジェントに対してもプラグインを適用する必要がある 

31 



Copyright© 2012, Oracle. All rights reserved. 

EM 12c によるプライベート・クラウド環境 
クラウド管理におけるリソースモデル 
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ÅCloud 
Åトップのエンティティ 

Å複数のゾーンの集合 

 

Åゾーン 
Å複数のサーバープールをまとめ、論理リソースを提供 

Å仮想マシン、データベース、ネットワークなど 

Åユーザーはゾーンに対して、仮想マシンのデプロイなどを実行する 

ÅIaaSゾーンとDBaaSゾーンの2つのゾーンを提供 

 
Åサーバープール（Oracle VM） 
Å共通のストレージを共有する物理サーバーの集合 
Åサーバープールの単位でライブマイグレーションなどの可用性機能を提供 
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Cloud Infrastructureの概念 
サーバープール 

Åサーバープールは一つ、または複数のHypervisor（OVS） 

によって構成される 
Åサーバープールは、Oracle VMの機能 

Åサーバープール単位でHAの設定やLive Migrationの実行が可能 

Å1つのサーバープールには、最大で32個のHypervisorが登録可能 

Å1つのHypervisorは、同時に複数のサーバープールに登録不可 

 

 
Server Pool1 Server Pool2 Server Pool3 

排他的 排他的 
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Cloud Infrastructureの概念 
ゾーン 

Åゾーンは、サーバープールから構成され、論理リソースを提供する 

Å仮想マシンの種類やデータベースのバージョン、ネットワークなど 

Åゾーン毎にユーザーが使用できるリソースを変更 

Åゾーンの設計の目安 

Åユーザー単位でリソースの割り当てを変えたい 

Å提供するリソース単位で使用可能なユーザーを制御したい 
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Zone1 

Server Pool 1 Server Pool2 

Zone2 

Server Pool 3 Server Pool 4 Server Pool 5 

開発メンバー用ゾーン 一般利用者用ゾーン 

Å 開発用環境をテンプレートとして提供 Å 自由に使用できる環境をテンプレートとして提供  
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Cloud Infrastructureの概念 
クラウド 

Åクラウドは一つの、もしくは複数サーバープールによって構成 

Åクラウド・インフラストラクチャそのものを指す 

Åクラウドは一つのEM内で一つ 

Cloud 

Zone01 Zone02 

Server pool1 Server pool2 Server pool3 

OVS1 OVS2 OVS3 OVS4 OVS5 
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EM 12c によるプライベート・クラウド環境 
クラウド管理における管理者・利用者 

ÅEM12cでは3つのロールを定義 

Åクラウド管理者（EM_CLOUD_ADMINISTRATORロール） 

Åクラウド基盤の管理・運用を行う 

Åクラウド・インフラストラクチャの構築（Oracle VMのインストール、 
ストレージリポジトリの設定、サーバープールの設定） 

 

Åセルフサービス管理者（EM_SSA_ADMINISTRATORロール） 

Åセルフサービスの管理・運用を行う 

Åゾーンに対するユーザーやロールの割り当て 

Åチャージバックのセットアップ 
 

Åクラウド利用者（EM_SSA_USERロール） 

Åセルフサービスの利用を行う 

Å提供されるリソースから利用者自身で環境のデプロイを行う 
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ソフトウェア・ライブラリ 

Åテンプレートやアセンブリイメージ、ISOファイルなどを格納する 
単一のリポジトリ 

ÅOMSがアクセス可能なファイルシステム上に構成する 

Åhttp/nfsサーバーに対するリモートアクセスも可能 

Å2MB以上あるファイルはアップロード不可のため、ファイル参照を推奨 

 

Åソフトウェア・ライブラリから各ゾーンに対してテンプレートなどのインポート
が可能 

37 

httpサーバー/ 
nfsサーバー OMS 

参照 



Copyright© 2012, Oracle. All rights reserved. 

Cloud management環境のセットアップ 

1. Oracle VMのインストール 

2. Oracle VM Managerの登録 

3. Oracle VM Serverの登録 

4. 記憶域の設定 

5. 各種管理情報の設定 

6. ネットワークプロファイルの作成 

7. ネットワークの設定 

8. サーバープールの作成 

9. ゾーンの作成 

10. ストレージリポジトリの作成 

11. VNICの作成 

12. リソースの登録 
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仮想マシンの管理 

Å仮想マシンに関する基本的な操作をEM12cでも提供 

Å仮想マシンの作成/停止/削除/休止/開始/ライブマイグレーションなど 

Åセルフサービスポータルでも仮想マシンに関する基本的な操
作は可能 

39 
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セルフサービスポータルの設定 
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セルフサービスポータル 
ユーザー自身による環境のデプロイ 

Å専用のUI（セルフサービス・ポータル）を実装 

Å特別なセットアップは不要 

Å最小限のステップで、必要となるリソースのデプロイを実現 

 

Åサービスカタログを利用したデプロイ 

ÅVMテンプレートやアセンブリ 

Åデータベース 

 

Å基本的なオペレーションの 
実行 

Å起動/停止 

Å追加リソースのリクエスト 

Åチャージバック情報の確認 

Åクオーター監視 

41 

デプロイ 
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セルフサービスポータルへのアクセス設定 

Åセルフサービスポータルにアクセスするために必要なもの 

Åユーザー 

Åロール 

 

Åセルフサービスポータルにのみアクセス可能なロールを提供 

ÅEM_SSA_USERロール 

Åセキュリティ上最小限のことしかできないように事前構成済み 

 

Åこのロールから必要な数のロールを“類似作成”によって作成し、各ユー
ザーに割り当てる 
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セルフサービスポータルの設定 

ÅIaaSの場合 

Åマシンサイズの設定 

Åリクエスト期間の設定 

Åロール毎のリソース割り当て 

Åソフトウェアコンポーネントの設定 

 

ÅDBaaSの場合 

ÅDB Zoneの作成 

Åリクエスト期間の設定 

Åロール毎のリソース割り当て 

Åユーザーが使用可能なサービス・テンプレート 

（デプロイメント・プロシージャ）の作成 
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マシンサイズの設定 

Å作成可能なマシンサイズを指定 

Å事前定義済みのマシンサイズ 

ÅSmall / Medium / Large 

Åユーザーがマシン作成時に、これらの構成を適用可能 
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IaaS 
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リクエスト期間の設定 

Åユーザーのマシンにリクエストに関する期間の設定 

Åどれくらい前からマシンの予約が可能か設定（将来の予約） 

Åどのくらいの期間、マシンを利用可能か設定（リクエスト期間） 
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IaaS 
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リソース割り当て 

Åユーザーが使用可能なCPU数やメモリサイズ、ストレージ容量を設定する 

 

Åロール毎にこれらのリソース割り当てを設定する 
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IaaS 
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ソフトウェアコンポーネントの設定 

Å各ロール毎に使用可能なテンプレートやアセンブリイメージを
指定する 

Å指定できるテンプレート、アセンブリイメージはソフトウェア・ライブラリに
登録されているもの 

Åインポートのジョブ化（ルールの作成）も可能 
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IaaS 



Copyright© 2012, Oracle. All rights reserved. 

データベースゾーンの作成 

Å同じプラットフォームや構成（RAC / Single）、バージョンのデー
タベースを論理的にまとめたもの 
Å一つのデータベースゾーンは同じ構成のものから構成される 
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DBaaS 
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リクエスト期間の設定 

Å基本的には、IaaSの場合と設定する項目は同じ 
Åどれくらい前からマシンの予約が可能か設定（将来の予約） 

Åどのくらいの期間、マシンを利用可能か設定（リクエスト期間） 
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DBaaS 
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ロール毎のリソース割り当て 
 
Å各ロール毎に利用可能なリソースサイズを割り当てる 

Åデータベース数 

Åメモリサイズ（SGA+PGAのサイズ） 

Å記憶域（表領域のサイズ） 
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DBaaS 
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サービス・テンプレートの作成 

Åデプロイメント・プロシージャをセルフサービスユーザーに向け
て公開したもの 
Å「Oracleデータベースの作成」プロシージャから作成する 

Åデータベースのバージョンや構成、各種パラメータ（メモリサイズなど）を
変更し、様々なサービス・テンプレートを作成可能 
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DBaaS 
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セルフサービスポータルの利用 
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セルフサービスポータルの利用 

Åユーザーはセルフサービスポータルから必要とするコンポーネ
ントをデプロイする 

 

ÅIaaS、DBaaSに関わらず、アクセスする画面は一つ 
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IaaS/DBaaSの切り替えは 
画面内のリンクで行う 
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利用者が実施可能な主な作業 
IaaSの場合 

Å現在利用している仮想マシンの確認 
Å仮想マシンのステータス、リクエスト履歴、ストレージ使用量など 

 

Å仮想マシンに関連する作業 

Å作成、起動、停止、削除、コンソールアクセス、構成の変更など 

 

Å利用可能なテンプレートやイメージの確認 

 

Å使用料金の確認 

 

Åその他設定（プリファレンス） 
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現在利用している仮想マシンの情報 

Åホーム画面から、仮想マシンのステータス、構成情報、リクエス
ト履歴情報を確認可能 

Å利用可能な残りリソースの情報も確認可能 
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ホーム画面 
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現在利用している仮想マシンの情報 

Åリクエスト履歴やストレージ使用量は専用のページを用意 

Å「マイ リクエスト」ページ、「ストレージ」ページ 
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「マイ リクエスト」ページ 
（リクエスト履歴） 

「ストレージ」ページ 
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仮想マシンに関連する作業 

Å仮想マシンに関連する一連の作業を利用者自身で実施 
Åホーム画面、「マイ サーバー」ページから実行 
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「マイ サーバー」ページ 

「Action」タブから実施できる
作業を選択可能 
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利用可能なテンプレートやイメージの確認 

Å「マイ ライブラリ」ページから利用可能なテンプレートやイメージ
を確認可能 
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「マイ ライブラリ」ページ 
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使用料金の確認 

Å作成した仮想マシンの使用料金も確認可能 
Å「チャージバック」ページから確認 
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「チャージバック」ページ 
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Å利用者固有のデフォルト設定も可能 
Åデフォルトで使用するホストのパスワード、デフォルトのテンプレートなど 

Å「マイ プリファレンス」ページから設定可能 

 60 

その他 

「マイ プリファレンス」ページ 
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その他 
メールによる通知 

Å「マイ プリファレンス」ページでメールアドレスを設定すると、利
用期限が迫った/リソース制限を超えるリクエストが発行された
場合などに通知が行われるようになります 

 

 

61 

利用期限が迫った場合の通知 



Copyright© 2012, Oracle. All rights reserved. 

利用者が実施可能な主な作業 
DBaaSの場合 

Å現在利用しているデータベースの確認 
Åデータベースのステータス、リクエスト履歴など 

 

Åチャージバックの情報 
 

Åその他設定（プリファレンス） 
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クラウド環境の監視 
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クラウドのリソースとリクエスト監視 

 
 Åゾーンとそれに紐づくリソースの管理 

Åサーバープール、仮想マシン、データベース 

 

Åリソースの変化、所有者、ポリシー違反などの追跡 

 

Åより細かい監視のために、個々のリソースについて 

ドリルダウン 

 

Åリクエストの監視と失敗率の 
確認 

Å解消すべきボトルネックの特定 
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監視 
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監視テンプレートによる監視 

Åターゲット毎に監視する項目を定義/テンプレート化 

 

ÅCloud Management用の事前定義済み監視テンプレート 
ÅOracle certified ï OVM Server Pool, Server & Guest perf Metrics 

ÅOracle certified ï Oracle VM Zone Response & Config Metrics 

ÅOracle certified ï Oralce VM Server Response & Config Metrics 

ÅOracle certified ï Oracle VM Manager Response & Config Metrics 

ÅOracle certified ï Oracle VM Guest Response & Config Metrics 
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監視テンプレートによる監視 

Åターゲットを検出した際には、ターゲット毎の事前定義済み監
視テンプレートが適用される（デフォルト） 

 

Å類似作成により、収集スケジュールやしきい値などの変更が可
能 

 

Å変更した監視テンプレートをデフォルトの監視テンプレートに設
定可能 
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監視テンプレートの例 

ÅOracle certified ï OVM Server Pool, Server & Guest perf Metrics 

 

 

 

67 



Copyright© 2012, Oracle. All rights reserved. 

Agenda 

ÅCloud Management機能概要 

ÅConsolidation Planner 

ÅCloud Management（Oracle VM連携） 

ÅChargeback and Trending 

Åまとめ 
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Chargeback and Trending 

Åアプリケーションからディスクまでの費用計測を実現 

Å物理マシン、仮想マシン、データベース、weblogicが対象 

ÅCPU、メモリ、ストレージに対してのユニバーサル・チャージ・プラン 

Å管理者が独自に設定可能な拡張チャージ・プラン 

Åメトリックに基づくチャージ 

Å使用量に応じて算出する項目（リソースやアクティビティ） 

Å構成に応じて算出する項目（エディションやオプション、OSのバージョン） 

Å固定で算出する項目 

Åレポート 
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IT部門 

1. クラウド環境の構築/管理 
2. クラウド環境の利用 

3. クラウド環境の使用量に応じてコストを請求 

4. 請求されたコストをIT部門にチャージする 

クラウド環境 

ユーザー部門 

計測＆ 
算出 
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チャージバックで重要な要素 

Åチャージターゲット 
Å課金対象とするターゲット 

Åチャージアイテム 
Å課金対象とすることができる項目 

Åチャージプラン 
Åチャージアイテムとチャージアイテム毎に 

紐づく料金から構成され、料金計算に使用される 

Åコストセンター 
Å算出された料金を割り当てるエンティティ 
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チャージアイテム 

チャージターゲット 

コストセンター 

チャージアイテム 

チャージアイテム 

チャージプラン 

割り当て 料金 
算出 

割り当て 
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プラグインの適用 

ÅChargebackの利用には、プラグインの適用が必要 
ÅOracle Chargeback and Capacity Planning 

71 
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チャージバックの設定手順 

Åターゲットの設定 
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課金対象とするサーバーの選択 

チャージプランの定義 

コストセンターの定義 

ターゲットに対するチャージプランと 
コストセンターの割り当て 

レポートの確認 

Åユニバーサル・チャージプランの設定 

Å拡張チャージプランの設定 

Åユニバーサル・チャージプランの設定 

Å拡張チャージプランの設定 

Åコストセンターの設定 

Åコストセンターへのターゲットの割り当て 

Åチャージバックレポートの確認 

Å.xlsへのエクスポート 
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ターゲットの設定 

Åチャージバックによる課金を行うためには、チャージバックのタ
ーゲットとすることが必要 

Å占有モードと共有モード 
Å占有モード：ターゲットを使用するのが単一のコストセンター 

Å共有モード：ターゲットを使用するのが複数のコストセンター 

 

 

 

 

Åターゲットが追加されると、1日毎に料金計算が行われる 

Å計算に使用するデータはEMリポジトリから取得される 

Å構成情報とメトリックデータ 
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占有ターゲット 共有ターゲット 

Host Database By Service 

VM WebLogic Server By J2EE Application 

Database 

Weblogic 

課金対象とするサーバーの選択 

チャージプランの定義 

コストセンターの定義 

ターゲットに対するチャージプラン
とコストセンターの割り当て 

レポートの確認 
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ユニバーサル・チャージ・プランと拡張 

チャージ・プラン 
Åユニバーサル・チャージ・プラン 
Åすべてのターゲットに対して共通のチャージプラン 

ÅCPU、メモリ、ストレージが対象 

ÅCPUアーキテクチャ毎に異なるプランを定義可能 

 

Å拡張チャージプラン 
Åチャージターゲットのタイプ毎に設定可能なチャージプラン 

Åチャージターゲット特有のチャージプラン 

Åチャージターゲット毎に事前定義されたチャージアイテムを提供 

Åより細かなチャージプランを作成可能 
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課金対象とするサーバーの選択 

チャージプランの定義 

コストセンターの定義 

ターゲットに対するチャージプラン
とコストセンターの割り当て 

レポートの確認 
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ユニバーサル・チャージプラン 

Å全てのターゲットに共通で適用可能なチャージプラン 

Å3つのチャージアイテムより構成される 

ÅCPU 

Åメモリ 

Å記憶域 

ÅCPUモデルに基づいて異なるレートで課金が可能 
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課金対象とするサーバーの選択 

チャージプランの定義 

コストセンターの定義 

ターゲットに対するチャージプラン
とコストセンターの割り当て 

レポートの確認 
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拡張チャージプランとは 

Åターゲットのタイプごとに設定可能なチャージプラン 

ÅHost 

ÅDatabase 

Å仮想マシン 

ÅWeblogic Server 

Å各ターゲットタイプ毎に課金可能なチャージアイテムをアイテム
テンプレートとして提供 

Åユニバーサル・チャージプランの比率を変更することも可能 
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課金対象とするサーバーの選択 

チャージプランの定義 

コストセンターの定義 

ターゲットに対するチャージプラン
とコストセンターの割り当て 

レポートの確認 
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ホスト用のチャージアイテム 
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チャージアイテム タイプ 集計方法 

Host 

Backup Charge Fixed sum 

OS Config n/a 

Memory Used * Usage avg 

Disk Usage Usage avg 

Disk I/O Rate Usage n/a 

Network I/O Rate Usage sum 

CPU Count Config avg 

Memory Config avg 

Disk Space * Config avg 

Software Installed Config n/a 

CPU Utilization (%) * Usage avg 

Disk Space Utilization (%) Usage avg 

Memory Utilization (%) Usage avg 

CPU Time Usage avg 

CPU SPECint®_rate_base2006 Config avg 

CPU Utilization 

(SPECint®_rate_base2006) 
Usage avg 

課金対象とするサーバーの選択 

チャージプランの定義 

コストセンターの定義 

ターゲットに対するチャージプラン
とコストセンターの割り当て 

レポートの確認 
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データベース用のチャージアイテム 
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チャージアイテム タイプ 集計方法 

占有 

Base Charge Fixed sum 

Backup Charge Fixed sum 

CPU Utilization (SPECint®_rate_base2006) Usage avg 

CPU Utilization (%) * Usage avg 

Edition Config n/a 

Version Config n/a 

Storage Usage * Config avg 

Memory Usage * Config avg 

Option Config n/a 

共有 

(by Service) 

Base Charge Fixed sum 

DB Time Usage sum 

CPU Time Usage sum 

CPU Utilization (%) Usage avg 

CPU Utilization (SPECint®_rate_base2006) Usage avg 

SQL Executes Usage sum 

User Transactions Usage sum 

Disk Read Bytes (Physical) Usage sum 

Disk Write Bytes (Physical) Usage sum 

Network IO Usage avg 

課金対象とするサーバーの選択 

チャージプランの定義 

コストセンターの定義 

ターゲットに対するチャージプラン
とコストセンターの割り当て 

レポートの確認 



Copyright© 2012, Oracle. All rights reserved. 

仮想マシン用のチャージアイテム 
 
 チャージアイテム タイプ 集計方法 

VM 

Base Charge Fixed Sum 

CPU Utiliation (%) * Usage Avg 

CPU Utilization 

(SPECint®_rate_base2006) 
Usage Avg 

vCPU Count Config Avg 

Allocated Memory * Config Avg 

Allocated Storage * Config Avg 

IP Address Config n/a 

Size Config n/a 

HA Config n/a 

課金対象とするサーバーの選択 

チャージプランの定義 

コストセンターの定義 

ターゲットに対するチャージプラン
とコストセンターの割り当て 

レポートの確認 



Copyright© 2012, Oracle. All rights reserved. 

コスト・センターとビジネス階層 

Åコスト・センターを定義することで、組織構造をチャージバック内で構成 

Åチャージターゲットを各コスト・センター（部門）に割り当てることで、部門ごとの 

チャージレポートの作成などが可能 

 

ÅLDAPサーバーとの連携により組織構造をより迅速にインポート可能 

ÅサポートされるLDAPサーバー 

ÅOracle Internet Directory 

ÅMicrosoft Active Directory 

ÅSun iPlanet 

ÅNovell eDirectory 

ÅOpenLDAP 
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○○本部 

○○部 

○○課 

… 

… 

コストセンターの割り当て 

部門ごと
のレポート 

課金対象とするサーバーの選択 

チャージプランの定義 

コストセンターの定義 

ターゲットに対するチャージプラン
とコストセンターの割り当て 

レポートの確認 
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チャージバックレポートの表示 

Åレポートタブからアドホックレポートを作成可能 

Å  使用量とチャージに関してサマリーと傾向のレポート 

Å  ターゲット、コスト・センター、日付などによるフィルター 

Å  .xls ファイルへのエクスポート 

Å レポーティング周期のカスタマイズ 
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課金対象とするサーバーの選択 

チャージプランの定義 

コストセンターの定義 

ターゲットに対するチャージプラン
とコストセンターの割り当て 

レポートの確認 
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Agenda 

ÅCloud Management機能概要 

ÅConsolidation Planner 

ÅCloud Management（Oracle VM連携） 

ÅChargeback and Trending 

Åまとめ 

82 



Copyright© 2012, Oracle. All rights reserved. 

Oracle Enterprise Manager 12c 
Cloud Management 2.0 

計画 

構築 

開発 

テスト 

デプロイ 監視 

管理 

計測＆ 
算出 

最適化 

Å完全なクラウドライフサイクル 

ソリューション 

Åクラウドライフサイクルの全フェーズ
を管理 

 

Å統合され自動化された管理 

Å単一の製品から全クラウドスタック、
そして全クラウドサービスまで 

 

ÅBusiness-Drivenクラウド 

Åビジネスサービスやアクティビティに
自動的に対応するアプリケーション
主導のクラウド 
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Infrastructure as a Service 

Database as a Service 

Platform as a Service 

Application and  
Business Service 
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Appdendix 

ÅCloud Managementのセットアップ手順 
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1. Oracle VMのインストール 

ÅOracle VM Server 3.0のインストール 

Å従来のOracle VM Serverと同様 

ÅLinux ライクなインストール 

Å追加ソフトのインストールや追加の設定は不要 

Åネットワーク/ストレージ設定はVM Managerを使用して構成 

 

 

ÅOracle VM Manager 3.0の 

インストール 

Åインストール用メディアを提供 

Åシンプルな対話式インストール 

ÅOracle DatabaseからWeblogic Serverまで 

フルスタックでインストール 
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Oracle VM 
Manager 

Oracle VM 
Servers 
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2. Oracle VM Managerの登録 

Å登録に必要な情報 
ÅOracle VM Managerの名前（EMに登録する名前。任意に設定可） 

Å監視を行うEM Agent（Pluginがデプロイされている必要あり） 

ÅOracle VM Managerのアドレス 

Åtcp://hostname.domain:54321/ 

ÅOracle VM Managerの管理資格証明、監視資格証明（ユーザー名/パスワード） 

ÅOracle VM ManagerのコンソールURL 

Åhttp://hostname.domain:7001/ovm/console/ 

Åhttps://hostname.domain:7002/ovm/console/ 
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http://hostname.domain:7001/ovm/console/
https://hostname.domain:7002/ovm/console/
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3. Oracle VM Serverの登録 

ÅOracle VM Serverの登録には、IPアドレスもしくは、ホスト名を
指定する 

 

Å発見されたOracle VM Serverはターゲットとして登録される 
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登録する仮想サーバーのIPアドレス、ホスト名を指定 

OVS-Agentのパスワードを指定 
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4. 記憶域の設定 

Å以下の接続形態をサポート 
ÅFibre Channel 

ÅiSCSI 

ÅNFS 

ÅFibre ChannelとiSCSIはOVS検出時にディスクが接続されていれば、
自動的に検出される 

ÅNFSは手動でファイルサーバーの追加が必要 
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5. 各種管理情報の設定 

ÅSLAに関する情報についての設定 

ÅストレージQoSの設定 

 

Åネットワークタイプの設定 

 

Å仮想マシンサイズの設定 
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ストレージQoSの設定 

ネットワークタイプの設定 

仮想マシンサイズの設定 
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6. ネットワークプロファイルの設定 

Åネットワーク設定に必要な項目のリスト 

Åドメイン名 

Åサブネットマスク 

Åデフォルトゲートウェイ 

ÅDNSサーバー名 

ÅIPアドレス 

Åホスト名 

 

Å仮想マシン作成時にネットワークプロファイルに 

よるIP割り当てを選択すると、登録されている 

IPアドレス、ホスト名が仮想マシンに 

自動的に割り当てされる 
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IPアドレス ホスト名 

192.168.100.100 ovm10 

192.168.100.101 ovm11 

・・・ 

192.168.100.149 ovm49 

192.168.100.150 ovm50 

ドメイン名：jp.ovm.com 
サブネットマスク：255.255.255.0 
デフォルトゲートウェイ：192.168.100.1 
DNSサーバー名：192.168.10.2 

IPアドレスの割り当て 

Guest OS 
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7. ネットワークの設定 
 
Åロール毎にネットワークを設定可能 
ÅServer Management ：VM Server と VM Manager間の通信に使用される 

ÅCluster Heartbeat ：OCFS2のハートビート通信に使用される 

ÅLive Migration ：ライブマイグレーション実行時の通信に使用される 

ÅStorage  ：サーバーとストレージ間の通信に使用される 

ÅVirtual Machine ：仮想マシンの通信に使用される 

 

ÅOracle VM Serverをサーバープールに登録すると、サーバー監視の為の 
ネットワーク（Server Management）が自動的に構成される 

 

Å各仮想マシンが通信を行うためには、Virtual Machineのロールを持つネットワーク
を作成することが必要 
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8. サーバープールの作成 

Åサーバープール作成時に必要となる情報 
Åサーバープール名 

Å仮想IPアドレス 

Åプール・ファイル・システム 

Å割り当てるOVS名 

 

Åプール・ファイル・システムはOCFS2のディスクハートビートに
使用される 
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9. ゾーンの作成 

Åゾーンの作成には、事前にサーバープールが作成されている
ことが必要 

Åゾーン作成時に、サーバープールの選択が必要となるため 

 

Åゾーン作成時に必要な情報 

Åゾーン名 

Åゾーンに割り当てるサーバープール名（プルダウンメニューから選択） 

Åクラウド・サービス・セルフ・ゾーンの選択 

 

Åクラウド・サービス・セルフ・ゾーンとは、仮想マシンのユーザー
によるセルフ・デプロイが可能なゾーン 
Åクラウド・サービス・セルフ・ゾーンの設定を行っていない場合、そのゾーンに対し

てSelf Service Portalを使用して、仮想マシンの作成は行えないので注意 
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10. ストレージ・リポジトリの作成 

Åストレージ・リポジトリには、仮想マシンのイメージファイル、iso

ファイル、テンプレートなどが格納される 

 

Å登録されたストレージ内で、使用可能なLUNに対してストレー
ジ・リポジトリを作成する 

 

Å作成されたストレージ・リポジトリは、各Oracle VM Serverに
presentすることでアクセスが可能になる 
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11. VNIC（Virtual Network Interface Card）
の追加 
ÅVNICは仮想マシンが持つMACアドレス 

Å管理者が事前に作成を行う必要がある 

Å作成方法は非常にシンプル 

Å作成を開始するMACアドレスと、作成するNICの数のみ指定 

Å開始MACアドレス 00:21:f6:00:00:00、作成する数を25と指定すると
00:21:f6:00:00:00 ~ 00:21:f6:00:00:24までのVNICが作成される 
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作成を開始するMACアドレス 

作成するMACアドレスの数 
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12. コンポーネントの追加 

Åコンポーネントは、Cloud環境上にデプロイ可能なもの 
ÅOracle VM Template 

ÅAssemblyイメージ 

ÅISOイメージ 

 

Åこれらのリソースは、ソフトウェア・ライブラリに登録することに
より、セルフサービスポータルからデプロイをリクエストできるよ
うになる 
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http://blogs.oracle.com/oracle4engineer/entry/otn_ondemand_questionnaire 

OTNオンデマンド 感想 

OTNセミナーオンデマンド 

コンテンツに対する 
ご意見・ご感想を是非お寄せください。 

上記に簡単なアンケート入力フォームをご用意しております。 

セミナー講師/ 資料作成者にフィードバックし、 
コンテンツのより一層の改善に役立てさせていただきます。 

是非ご協力をよろしくお願いいたします。 

http://blogs.oracle.com/oracle4engineer/entry/otn_ondemand_questionnaire
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OTNセミナーオンデマンド 
日本オラクルのエンジニアが作成したセミナー資料・動画ダウンロードサイト 

掲載コンテンツカテゴリ(一部抜粋) 

Database 基礎 

Database 現場テクニック 

Database スペシャリストが語る 

Java 

WebLogic Server/アプリケーション・グリッド 

EPM/BI 技術情報 

サーバー 

ストレージ 

例えばこんな使い方 

Å製品概要を効率的につかむ 

Å基礎を体系的に学ぶ/学ばせる 

Å時間や場所を選ばず（オンデマンド）に受講 

Åスマートフォンで通勤中にも受講可能 

100以上のコンテンツをログイン不要でダウンロードし放題 

データベースからハードウェアまで充実のラインナップ 

毎月、旬なトピックの新作コンテンツが続々登場 
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OTNオンデマンド 

コンテンツ一覧 はこちら 
http://www.oracle.com/technetwork/jp/ondemand/index.html 

新作＆おすすめコンテンツ情報 はこちら 
http://oracletech.jp/seminar/recommended/000073.html   

http://www.oracle.com/technetwork/jp/ondemand/index.html
http://oracletech.jp/seminar/recommended/000073.html
http://www.oracle.com/technetwork/jp/ondemand/index.html
http://www.oracle.com/technetwork/jp/ondemand/index.html
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オラクルエンジニア通信 
オラクル製品に関わるエンジニアの方のための技術情報サイト 
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オラクルエンジニア通信 

 

 
 

 
Pick UP 

 

 

etc. 
  

SQL
etc. 

/ !? 

http://blogs.oracle.com/oracle4engineer/ 

http://blogs.oracle.com/oracle4engineer/
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oracletech.jp 
ITエンジニアの皆様に向けて旬な情報を楽しくお届け 
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oracletech 

Viva! 
Developer 

 

 

/  
 

ORACLE MASTER  

 

Oracle Database

 

 

 

 

http://oracletech.jp/ 

http://oracletech.jp/
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あなたにいちばん近いオラクル 

Oracle Direct 
まずはお問合せください 

Web問い合わせフォーム  フリーダイヤル 

0120－155－096 

 

β月曜～金曜 
9:00～12:00、13:00～18:00 
（祝日および年末年始除く） 

専用お問い合わせフォームにてご相談内容を承ります。 
http://www.oracle.co.jp/inq_pl/INQUIRY/quest?rid=28  

 
 
 

βフォームの入力にはログインが必要となります。 
βこちらから詳細確認のお電話を差し上げる場合がありますので 

ご登録の連絡先が最新のものになっているかご確認下さい。 

システムの検討・構築から運用まで、ITプロジェクト全般の相談窓口としてご支援いたします。 
ステム構成やライセンス/ 購入方法などお気軽にお問い合わせ下さい。 

Oracle Direct 

http://www.oracle.co.jp/inq_pl/INQUIRY/quest?rid=28
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